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第９９回教育研究評議会議事概要（案） 

 

 日 時  平成２４年１２月２１日（金）１３時３０分～１５時２０分 

 場 所  事務局大会議室 

出席者  中村（議長）、中村（慎）、櫻井（勝）、山崎、生田、中村（正）、前田、川幡、

横山、村上、福森、松本、櫻井（武）、上田、山根、前川、岩見、井関、山本（健）、

早川、玉井、大竹、松下、山本（博）、鏡味、加納、宇都宮、向田、柴田、青木、

澤田、笠井 

 欠席者  柘植、富田 

陪席者  古川、有松、鈴木、石原、小笠原、飯山、三浦、西山、廣田、森本、向、大久保、

中西、西谷、池本 

 

 

１ 前回議事確認 

   第９８回教育研究評議会（１１月１６日開催） 

 

２ 協 議 

  （１）平成２５年度推薦入試及び帰国子女入試の合格者 

教育担当理事から、〔資料１〕に基づき、平成２５年度推薦入試Ⅰ及び帰国子女入

試の合格者について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（２）営繕事業の要求方法等の変更 

財務・附属病院・同窓会担当理事から、〔資料２〕に基づき、金沢大学営繕事業の

要求方法等の変更について説明があった後、施設管理部長から詳細説明があり、審

議の結果、承認された。 

 

（３）学生の懲戒処分 

教育担当理事から、〔資料３・回収資料〕に基づき、学生の懲戒処分について説明

があり、審議の結果、承認された。なお、関係部局長から、本件に関する謝罪があ

った。 

 

３ 報 告（１） 

（１）教員人事 

議長から、〔資料４〕に基づき報告があった。 

 

（２）金沢大学の女性教員の現状と課題 

総務・人事担当理事から、「金沢大学の女性教員の現状と課題」の審議の経緯につ

いて説明があった後、男女共同参画推進委員会委員長から、〔資料５〕に基づき、説

明があった。 
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（３）平成２５年度の障がいのある者の雇用計画 

総務・人事担当理事から、〔資料６〕に基づき、平成２５年度の障がいのある者の

雇用計画について説明があった。 

 

  （４）平成２５年度大学入試センター試験 

教育担当理事から、〔資料７〕に基づき、平成２５年度大学入試センター試験おけ

る試験場別志願者数について報告があり、本試験における全学的な協力依頼があっ

た。 

 

（５）平成２５年度学年暦 

教育担当理事から、〔資料８〕に基づき、平成２５年度学年暦について報告があっ

た。 

 

（６）平成２４年度公募事業一覧（金沢大学機関申請分） 

研究・国際担当理事から、〔資料９〕に基づき、平成２４年度公募事業一覧（金沢

大学機関申請分）について報告があった。 

     また、議長から、能登里山マイスター養成プログラムの事業評価について、Ｓ評

価を受けた旨の報告があった。 

 

（７）大学間交流協定の締結 

研究・国際担当理事から、〔資料１０〕に基づき、本学とインドネシア共和国ガジ

ャマダ大学及び台湾輔仁大学との大学間交流協定の締結について報告があった。 

 

（８）平成２４年度補正予算(案) 

財務・附属病院・同窓会担当理事から、〔資料１１〕に基づき、平成２４年度補正

予算(案)について説明があった。 

 

（９）平成２６年度概算要求 

財務・附属病院・同窓会担当理事から、〔資料１２〕に基づき、平成２６年度概算

要求について説明があった。 

      また、議長から、資料「考えられる取組み」を参考に部局長に対し再度検討して

欲しい旨の発言があった。 

 

（10）石川県公立大学法人石川県立大学との大学間交流に関する包括協定の締結 

評価・情報・社会貢献担当理事から、〔資料１３〕に基づき、石川県公立大学法人

石川県立大学との大学間交流に関する包括協定を締結した旨報告があった。 

 

（11）情報セキュリティアンケート調査 

評価・情報・社会貢献担当理事から、〔資料１４〕に基づき、情報セキュリティア

ンケート調査の結果について報告があった。 
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（12）教員の雇用上限数 

議長から、〔資料１５〕に基づき、教員の雇用上限数について、次のとおり発言が

あった。 

      ・第Ⅰ期中期目標・中期計画期間においては、各部局の雇用上限数に、効率化分

の係数と戦略分の係数の合計を乗じて削減数を算出していた。しかし、運営費

交付金の削減に対応するために大学全体の雇用数を削減する効率化分と、大学

全体としての雇用数に影響を及ぼさない戦略分を合計して管理することは適当

でないことから、第Ⅱ期においては、別々に管理することとする。 

      ・第Ⅰ期の繰越端数は第Ⅱ期の戦略分の供出数の算出において使用しており、そ

の処理は終了していることから、今回の効率化分の算出には使用しない。 

      ・戦略分は、研究域から供出して大学の強化に充てるという性格のものであり、

大学の戦略に基づき設置されている附属病院、がん進展制御研究所、センター

等には供出を課していない（第 69回教育研究評議会：平成 22年 4月 16日）。 

      ・センター等については一括し、ひとつの単位として考える。センター等は大学

の戦略に基づき設置されたものであることから、実削減数が生じた場合には大

学が責任をもって対応する。なお、第Ⅱ期においては、センター等において実

削減数は発生しない。 

      ・効率化分は、運営費交付金の削減（第Ⅱ期前半(平成２２～２４年度)と同程度

の削減を想定）に対応するためのものであり、今後何らかの事由により交付金

の削減が行われないような状況が生ずれば、削減は行わない。 

      ・算定上の削減数が実削減数を上回っているが、この部分については全学的な努

力でカバーする。 

      ・なお、戦略分については、全教員の５％を目標としている。 

      ・効率化分と戦略分の考え方、戦略分の目標などは、次期学長に引き継ぐ。 

 

４ その他 

  （１）１１月分のエネルギー使用状況 

      施設管理部長から、〔資料１６〕に基づき、１１月分のエネルギー使用状況につい

て報告があった。 

 

  （２）日本海イノベーション会議 

研究・国際担当理事から、〔資料１７〕に基づき、２０１２年度金沢大学〔第１  

回〕日本海イノベーション会議について説明があった。 

 

  （３）第３回発がんスパイラル国際シンポジウム＆金沢国際がん生物学シンポジウム 

がん進展制御研究所長から、〔資料１８〕に基づき、第３回発がんスパイラル国際

シンポジウム＆金沢国際がん生物学シンポジウムについて説明があった。 

 

  （４）議長から、配付資料に基づき、金沢大学基金「創基150年記念留学生支援キャンペー

ン寄附募集」の現況について報告があり、当該キャンペーンへの協力依頼があった。 

 

○第１００回教育研究評議会  １月１８日（金）１３時３０分から 


